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はじめに 
 

取扱い説明書の使い方 
 

このたびは、「テレタイムＣ｣をお買上げいただき、まことにありがとうござい

ます。本システムは ID カードを使用した簡単な操作で、出退勤時間など必要

なデータを確実に蓄積。ホストコンピュータと連動することで、ハイレベルな

就業管理を行うことができます。このシステムをご使用の前に、取り扱い説明

書をご一読いただき、正しい使い方でご活用くださいますようお願い申し上げ

ます。また、操作がご不明な場合など、その都度ご覧ください。 

本説明書は、テレタイムＣ、テレタイムＣクラウドと共通になっています。 

 

必ずお読みください 
 

本装置の故障、誤動作、不具合、あるいは停電などの外部要因によって、通信

や通話などの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損害につきまして

は、当社は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。テ

レタイムＣで Suica をご利用の場合は以下についてご注意ください。 

1 利用される ID カードが Suica であっても、JR 東日本が本商品・サービスの内

容・品質を保証するものではありません。ご注意ください。 

2 ＪＲ東日本の都合により、予告なく Suica カードが交換されることがあります。 

3  Suica カードを利用する上で不明な点がありましたら、お買い上げいただきま

した販売会社、またはクロノス株式会社までお問合せください。  

4 「Suica」は JR 東日本の登録商標です。 

 

サポート窓口 
 

●メール受付 受付のみ  365 日 24 時間対応 support@xronos-inc.jp 

●ＦＡＸ受付 受付のみ  365 日 24 時間対応 03-5361-3344 

●電話受付 土曜・日曜・祝祭日・弊社休業日 03-5360-8277 

 午前 9 時半～午前 11 時 45 分、午後 1 時～午後 5 時 30 分 
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取扱い上の注意 

■ 本体 

●濡れた手などで操作しないでください。 

●本体のお手入れは、やわらかい布でからぶきしてください。 

汚れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤でふきとり、やわらかい布で

乾拭きして下さい。 

シンナー、ベンジン、アルコールなどは使用しないでください。 

■ 設置場所 

●本タイムレコーダーは、防滴・防塵などの処理はされていません。室内以外

での動作保証はしていません。 

 

表示について 
 

この取扱説明書では、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、

本装置を安全にお使いいただくために守っていただきたい事項を表していま

す。その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解して

から本文をお読みください。 

 

  警告 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人
が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容
表しています。 

 

  
警告 異常時の処置 

●万一、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態の場合は、AC ア

ダプタを電源コンセントから抜いてください。そのまま使用すると、火災、

感電の原因となります。 

●万一、本装置が破損した場合は、AC アダプタを電源コンセントから抜い

てください。そのままで使用すると、火災、感電の原因となります。 

●万一、本装置の内部に水や異物が入った場合は、AC アダプタを電源コン

セントから抜いてください。そのままで使用すると、火災、感電の原因と

なります。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

●AC アダプタのコードが傷んだ（芯線の露出、断線など）場合は AC アダ

プタを電源コンセントから抜いてください。火災、感電の原因となります。 
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警告 火災・感電をさけるために 

●ＡＣアダプタのコードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじっ

たり、引っ張ったりしないでください。また、重い物を載せたり、加熱し

たりしないでください。 

●本タイムレコーダーを分解、改造しないでください。 

●本タイムレコーダーの上や近くに、水などの入った容器（花びん、植木鉢、

コップ、化粧品、薬品など）または、小さな金属類や燃えやすい物を置か

ないでください。 

●付属の AC アダプタ以外は使用しないでください。 

●一般家庭用電源（AC 100Ｖ）以外は使用しないでください。 

●たこ足配線はしないでください。 

●ぬれた手で AC アダプタを抜き差ししないでください。 

●近くで雷が発生した時は、AC アダプタを電源コンセントから抜いてご使

用を控えて下さい。 
 

 

  
注意 火災・感電をさけるために 

●ＡＣアダプタ抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。 

  必ず電源プラグを持って抜いてください。 

●油煙や湯気、ごみ、ほこり、鉄粉、ガスなどが多い場所には置かないでく

ださい。 

  （使用湿度 35～85%） 

●直射日光のあたる場所や温度の高くなる場所には置かないでください。

（使用温度 5～35 度） 

●お手入れの際は、ＡＣアダプタを電源コンセントから抜いてください。 
 

 

  
注意 その他の注意 

●本タイムレコーダーは日本国内専用です。海外では使用できません。 

●火気の近くでは使用しないでください。 

●長い間ご使用にならない場合は、ＡＣアダプタを電源コンセントから抜い

てください。 
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保証 

本タイムレコーダーの保証期間は 1 年となっています（保証期間延長プランご

購入の場合はその期間「最大 5 年」）。保証書は本書の最終ページにあります。

大事に保管してください。 

保証期間の開始日は、実際にご使用なるまでの期間を考慮して、出荷日の翌翌

月の 1 日となっています。保証規定については保証期間の下に記載されていま

す。 

また、本体裏側にも保証期限のシール（下記参照）が貼られています。ご確認

ください。 

 

機能制限 
 

●本タイムレコーダーと連動する就業管理ソフトは「クロノス」のみです。「たん

ぽぽ」とは連動しませんのでご注意ください。 

 

使用可能なカード 
 

■ 非接触カード：ISO14443 type-A、FeliCa 

 

非接触カードご利用上の注意 

●読取時 

本システムは非接触 IC カードが固有にもつ ID 番号を読み取っています。財布

やパスケースなどに複数枚の非接触 IC カードがある場合は、本システムで登

録されたカード以外を読み取って「エラー」として判定する場合あります。カー

ドが複数枚ある場合は、ケースから取り出してご使用ください。また、 FeliCa 

用の交通系パスケースに TYPE-A カード を入れると著しく感度が低下しま

す（これは FeliCa に特性をマッチングさせているので、TYPE-A が影響を受

けためです）。この場合もケースからカードを取り出してご使用ください。 
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●携帯方法 

非接触 IC カードには、IC チップが内蔵されています。携帯する際には以下の

行為は差し控えてください、中の IC が破損します。 

■ 財布の中でコイン等と一緒に保管する。 

■ お尻のポケット等、カードが曲がるような場所に携帯する。 

 

ご利用前の準備 

●商品構成 

●本体 ●USB ケーブル（電源アダプタ付） ●Ｃツール 

●本取扱説明書（操作マニュアル） 

●製品構成 

｢テレタイムＣ｣を使用するためには、就業管理システム｢クロノス｣が必要とな

ります。 

 

通信ポート 

本システムで利用するポート番号は「10500」です。 

 

各部の名称とはたらき 
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Ｃツール 

 

テレタイムＣは操作パネル等が一切ないため付属のツールですべての設定を行

います。ツールは本体と同梱されていますので、任意のＰＣでご利用ください。

インストール等は一切不要です。 
 

基本機能 

Ｃツールの基本機能は以下の 7 点です。 

●IP アドレスの設定 

●カードの登録 

●テレタイムへのマスター送信 

●打刻データ受信 

●NTP サーバーの設定 

●ファームウエアの更新 

●運用設定 

 

起動 
 

① C ツールを起動する PC とテレタイムＣを付属の USB ケーブルで接続します。 

 

② 付属メディア「App」フォルダ内にある「CTool.exe」を任意のフォルダにコピー

して実行します。 
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テレタイムCの接続 

PC にテレタイム C を接続するとドライバを自動でインストールします。 

 

 

インストール完了後、PC からは COM ポートとして認識されます。 

※画面例の場合は COM11 として認識されています。 

 

 

 
接続確認 

デバイスマネージャーを開き、ポート(COM と LPT)に「Silicon Labs CP210x USB 

to UART Bridge (COM)」が登録されていれば正常に接続されています。 
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ドライバが自動インストールされない場合 

ご利用になる PC の設定によってはドライバが正常にインストールされない場合

があります。その場合は付属メディア内にある。ドライバを手動でインストール

する必要があります。 

 

 
① C ツールメディア内の「Driver」フォルダ

を選択します。 

 

② PC のシステムの種類に沿ったプログラム

を実行します。 

 

● 64 ビットオペレーティングシステム 

→ CP210xVCPInstaller_x64.exe 

 
 

● 32 ビットオペレーティングシステム 

→ CP210xVCPInstaller_x86.exe 

 

 

● システムの種類と違うプログラムを実行すると以下のエラー画面が表示され

ます。 
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③ 右の画面が表示されるので「次へ」

をクリックします。 

 

④ 「同意します」を選択して、「次へ」

をクリックします。 

 

⑤ 「完了」をクリックして終了します。 
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テレタイム C 

操作画面 

 

① 操作 

テレタイム C との接続、製造番号やバージョン表示をおこないます。 
 

② 各種機能 

システム設定、ネットワーク設定、打刻データ、ユーザー機能が利用できます。

詳細については次頁より説明します。 

  

① 

② 
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操作 

テレタイム C へ設定を反映させるためには、C ツールとテレタイム C を接続す

る必要があります。 

 

① 接続 

「接続」をクリックをするとテレタイム C と接続します。 

自動検出にチェックを入れた場合、自動的に最初に検出したテレタイム C と接

続します。PC にテレタイム C を複数台接続しているような場合は、自動検出

のチェックを外して任意に COM 番号を選択してから「接続」をクリックして

ください。 

② 状態 

接続に成功すると、テレタイム C の製造番号とバージョンを表示します。 
 

           

 

CツールとテレタイムCの接続が完了後、各種設定が可能になります。 
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システム設定 

システム設定をおこないます。「変更する内容」の設定したい項目にチェックを入

れて設定を変更し、「反映」をクリックすると「現在の設定」が変わり、テレタイ

ム C へ設定が反映されます。 

※本設定は就業管理システム「クロノス」からも設定可能です。 

 

① 時刻合わせ 

「実行」をクリックでテレタイム C へ PC の時刻を送ります。 

② 時計表示 

時計表示を午前・午後の 12 時間制か、24 時間制で表示する設定です。 

③ カード読取音量 

スピーカーの音量をなし／小／中／大の 4 種類から設定します 

④ リブート時刻 

1 日 1 回のリブート時刻を設定します。利用者がいない（少ない）時刻を設定

してください。 

⑤ ＮＴＰサーバーの使用 

する／しないの設定をします。 

⑥ ＮＴＰサーバー 

⑤で「する」を指定した場合は NTP サーバーのアドレスを登録します。 
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  NTP（Network Time Protocol ）はコンピューターの内部時計を、ネッ

トワークを介して正しく調整するプロトコルです。NTP サーバーを指定

することで、リブート時刻に時刻補正をおこないます。 

 

⑥ ファームウェア更新 

テレタイムＣのファームを更新する場合に使用します。 

 

「...」ボタンをクリックして更新ファイルを指定します。 

 

「実行」をクリックでファームウェアの更新が始まり、更新に成功すると以下

の画面を表示します。 
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ネットワーク設定 
 

ネットワークの設定ができます。通信を LAN で行う場合は、必ずネットワーク設

定が必要となります。 

画面右に現在の設定（初期値）が表示されます。設定を変更する場合は、画面左

の「変更する内容」の変更したい項目にチェックをいれて、値を設定してくださ

い。 

 

「反映」ボタンをクリックするとテレタイム C へ設定値が反映されます。 

 

① IPアドレス 

設定する IP アドレスを設定します。 

② サブネットマスク 

サブネットマスクを設定します。 

③ デフォルトゲートウェイ 

テレタイム C を設置する通信環境のデフォルトゲートウェイを設定します。 

④ 通信ポート 

使用する通信ポートを変更する場合に設定します。クロノス側の設定変更も必

要になるため通常は変更しないでください。 
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打刻データ 

テレタイム C がクロノスと直接通信ができない環境の場合には、Ｃツールを利用

して打刻データを取り出すことが可能です。 

① データ取得 

データの取得方法には以下の 2 通りの方法があります。 
 

取得方法 説  明 

打刻データ取込 打刻データを取得します。 

一度取得した打刻データは取得しません。 

全打刻データ取込 一度取得した打刻データを含め、タイムレコーダーの中にあるす

べての打刻データを取得します。 
 

通常は「打刻データ取込」を実行します。打刻データは保存フォルダヘ

「stamp.xml」ファイルとして格納されます。 

 

保存フォルダに打刻データがある場合は、以下の注意が表示されます。「OK」

をクリックするとデータが上書きされるので気を付けてください。 
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打刻データの保存に成功すると以下のメッセージを表示します。 

 

取り出した打刻データはクロノスを利用できる環境へメール等で転送し、クロ

ノスの「フォルダ」取込で勤務処理をすることができます。 
 

USBケーブル

指定フォルダ

打刻データを
ファイルで出力

メール等で転送

打刻データを格納先
フォルダへ保存

使用例

本部

拠点

クロノスで取込

Cツール
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ユーザー 
 

テレタイム C のマスター変更、カード変更ができます。 

テレタイム C とクロノスが直接通信できない環境の場合に本ツールを利用して

カード番号を登録します。 

 

① マスター変更 

クロノスから出力したマスターファイル「user.xml」を指定して、実行すると

テレタイム C クラウドへマスターファイルを反映します。 

② 絞り込み 

読み込んだマスターは絞込み機能で絞り込むことができます。 
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③ カード変更 

テレタイム C クラウドに登録されているカード情報を変更できます。 

使用しているカードの紛失した場合や、変更したい場合に C ツールを使用して

変更することができます。 

 

「マスター取得」ボタンをクリックして、テレタイム C クラウドのマスター一

覧を取得し、変更したい氏名を選択した状態で「読込」ボタンをクリックしま

す。 

 

カード番号が登録できる状態になると、テレタイム C クラウドは紫に点滅に点

滅しますので、変更したいカードをかざしてください。 

 

 

テレタイム C クラウドでは、カードをタッチするとそれぞれが持つ

固有の ID 番号を読み取り、時刻と紐づけます（ID 番号+時刻）。こ

の ID 番号を、クロノスで管理する ID 番号と紐づけることにより、

クロノスでの勤怠処理が可能となります。 

 UID(Unique ID：固定ＩＤ番号)とは Mifare(マイフェア)カードで呼

称され、IC カード製造時に IC チップに記録され書き換えができな

い固有のＩＤ番号です。FeliCa カードでは IDm と呼称されます。 

  



23 

テレタイム C クラウド 

操作画面 

 

① 操作 

テレタイム C クラウドとの接続、製造番号やバージョン表示をおこないます。 
 

② 各種機能 

システム設定、ネットワーク設定、打刻データ、ユーザー機能が利用できます。

詳細については次頁より説明します。 

  

① 

② 
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操作 

テレタイム C クラウドへ設定を反映させるためには、C ツールとテレタイム C

クラウドを接続する必要があります。 

 

① 接続 

「接続」をクリックをするとテレタイム C クラウドと接続します。 

自動検出にチェックを入れた場合、自動的に最初に検出したテレタイム C クラ

ウドと接続します。PC にテレタイム C クラウドを複数台接続しているような

場合は、自動検出のチェックを外して任意に COM 番号を選択してから「接続」

をクリックしてください。 

② 状態 

接続に成功すると、テレタイム C クラウドの製造番号とバージョンを表示しま

す。 
 

           

 

CツールとテレタイムCクラウドの接続が完了後、各種設定が可能になります。 
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システム設定 

システム設定をおこないます。「変更する内容」の設定したい項目にチェックを入

れて設定を変更し、「反映」をクリックすると「現在の設定」が変わり、テレタイ

ム C クラウドの設定が変更されます。 

※本設定は就業管理システム「クロノス」からも設定可能です。 

 

① センター接続確認 

「実行」をクリックでテレタイム C クラウドとテレタイムクラウドサーバーが

正常に接続されているかテストをします。 

 

② 時計表示 

時計表示を午前・午後の 12 時間制か、24 時間制で表示する設定です。 

③ カード読取音量 

スピーカーの音量をなし／小／中／大の 4 種類から設定します 

④ リブート時刻 

1 日 1 回のリブート時刻を設定します。利用者がいない（少ない）時刻を設定

してください。 
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⑥ ファームウェア更新 

テレタイム C クラウドのファームを更新する場合に使用します。 

 

「...」ボタンをクリックして更新ファイルを指定します。 

 

「実行」をクリックでファームウェアの更新が始まり、更新に成功すると以下

の画面を表示します。 
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ネットワーク設定 
 

クラウドで利用する際にネットワークの設定ができます。 

画面右に現在の設定（初期値）が表示されます。設定を変更する場合は、画面左

の「変更する内容」の変更したい項目にチェックをいれて、値を設定してくださ

い。 

 

「反映」ボタンをクリックするとテレタイム C クラウドへ設定値が反映されます。 

 

① DHCP 

DHCP の設定です。DHCP を使用しない場合は、「使用しない」に設定してく

ださい。初期値は DHCP を使用するに設定されています。 

 

 

DHCP とは 

インターネットに接続しようとするパソコンや周辺機器などに対

し、IP アドレスやサブネットマスクなど、必要な情報を自動的に割

り当てる仕組みのことです。 
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② IPアドレス 

設定する IP アドレスを設定します。 

③ サブネットマスク 

サブネットマスクを設定します。 

④ デフォルトゲートウェイ 

テレタイム C クラウドを設置する通信環境のデフォルトゲートウェイを設定し

ます。 

⑤ DNS サーバー取得 

DNS サーバーのアドレス取得方法を設定します。DHCP を使用せず、任意のア

ドレスを使用する場合は、「手動」を設定する必要があります。初期値は DHCP

による「自動」取得に設定されています。 

DNS サーバーの設定がないとテレタイムクラウドへ接続できませんので、手動

に設定する場合は、ネットワーク環境に合わせた適切な値を入力してください。 

 

 

DNS サーバーは、「ドメイン名」を、「IP アドレス」に変換して関連

づけてくれるシステムが入ったサーバーのことです。テレタイムク

ラウドへ接続するために必要な設定となります。 
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打刻データ 

テレタイム C クラウドがテレタイムクラウドセンターと通信ができない場合、応

急処置として、Ｃツールを利用して打刻データを取り出すことができます。 

① データ取得 

データの取得方法には以下の 2 通りの方法があります。 
 

取得方法 説  明 

打刻データ取込 打刻データを取得します。 

一度取得した打刻データは取得しません。 

全打刻データ取込 一度取得した打刻データを含め、タイムレコーダーの中にあるす

べての打刻データを取得します。 
 

通常は「打刻データ取込」を実行します。打刻データは保存フォルダヘ

「stamp.xml」ファイルとして格納されます。 

 

保存フォルダに打刻データがある場合は、以下の注意が表示されます。「OK」

をクリックするとデータが上書きされるので気を付けてください。 
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打刻データの保存に成功すると以下のメッセージを表示します。 

 

取り出した打刻データはクロノスを利用できる環境へメール等で転送し、クロ

ノスの「フォルダ」取込で勤務処理をすることができます。 
 

USBケーブル

指定フォルダ

打刻データを
ファイルで出力

メール等で転送

打刻データを格納先
フォルダへ保存

使用例

本部

拠点

クロノスで取込

Cツール
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ユーザー 
 

テレタイム C クラウドのマスター変更、カード変更ができます。 

設置場所でカードを登録したい場合は、本ツールを利用してカード番号を登録し

ます。 

 

① マスター変更 

クロノスから出力したマスターファイル「user.xml」を指定して、実行すると

テレタイム C クラウドへマスターファイルを反映します。 

② 絞り込み 

読み込んだマスターは絞込み機能で絞り込むことができます。 
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③ カード変更 

テレタイム C クラウドに登録されているカード情報を変更できます。 

使用しているカードの紛失した場合や、変更したい場合に C ツールを使用して

変更することができます。 

 

「マスター取得」ボタンをクリックして、テレタイム C クラウドのマスター一

覧を取得し、変更したい氏名を選択した状態で「読込」ボタンをクリックしま

す。 

 

カード番号が登録できる状態になると、テレタイム C クラウドは紫に点滅に点

滅しますので、変更したいカードをかざしてください。 

 

 

テレタイム C クラウドでは、カードをタッチするとそれぞれが持つ

固有の ID 番号を読み取り、時刻と紐づけます（ID 番号+時刻）。こ

の ID 番号を、クロノスで管理する ID 番号と紐づけることにより、

クロノスでの勤怠処理が可能となります。 

 UID(Unique ID：固定ＩＤ番号)とは Mifare(マイフェア)カードで呼

称され、IC カード製造時に IC チップに記録され書き換えができな

い固有のＩＤ番号です。FeliCa カードでは IDm と呼称されます。 
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日常の操作 

 

基本操作方法 

 

①表面中央に IC カードをタッチします。 

②正常に読み取ると青の丸い LED が点灯します。 
 

③カード番号が未登録の場合は赤の LED が点灯します。 

  

ＩＣカード 
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製品仕様 

 

 

 

 

 

テレタイムＣ

通信 LAN 10BASE-T/100BASE-TX

LAN 30,000件/32秒

モデム なし

フェリカ：25mm/弊社マイフェア(TypeA)：20mm

記録件数*5 30,000件

社員登録人数 3,000名

停電時の保証

登録されたデータはフラッシュメモリー

およびSDカードに保存のため影響なし

時刻は内蔵電池にて満充電状態より5日間保持

micro-B USB 1ポート(電源供給兼用)

16Φモノラルスピーカ

ユーザー側で設置可能

最大月差±1分以下(弊社テストでは月差±5秒)

NTPサーバー対応(LANタイプ)/上位ソフトから補正可能

最大1.5VA

電源 ACアダプター 入力 AC100V 20VA、出力 DC5V 1A MAX:5W

98(W)×94(H)×90(D) mm

約183g

5℃～40℃

可能

ISO18092(FeliCa)/ ISO14443TypeA

内部電源がないので適用外､

ACアダプターにPSEマークあり
電気用品安全法の対応

Zaion'nexとの連動

設置工事

時刻誤差

動作温度範囲

非接触カード

重量

内蔵スピーカー

サイズ

時刻補正

消費電力

通信速度 *4

データ

USB

非接触ICカード通信最大距離
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